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Abstract: Methyl eugenol (ME) traps are widely used to monitor exotic fruit flies such as the Oriental fruit fly, 

Bactrocera dorsalis and guava fruit fly, B. correcta, in Japan. It has been found that β-caryophyllene (CP) attracts 

more males of B. correcta than ME (Tan et al. 2014, Kamiji et al. 2018). Improving traps for B. correcta by mixing 

methyl eugenol and β-caryophyllene attractants was studied. The results of the study suggest that the mixture 

attracts more B. correcta males and there are no negative effects on trapping B. dorsalis.
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はじめに

セグロモモミバエ（Bactrocera correcta）は東南アジアに発
生する果実の重要害虫で、検疫においても 2015年に日本の空
港で輸入禁止生果実から 64回発見されるなどミカンコミバエ
（B. dorsalis）に次いで発見記録が多く、また本種は奄美以南の
南西諸島に侵入・定着する可能性がある（Kamiji et al., 2014）
ことから、我が国はその侵入を警戒している。
本種の雄成虫はメチルオイゲノール（ME）に誘引されるこ
とが知られてきた。一方、本種の野生雄は直腸腺に大量の β-

カリオフィレン（CP）を蓄えており（Tokushima, 2010）、タ
イの野外において誘引剤として CPを使用したトラップはME

を使用したトラップの 7倍のセグロモモミバエ雄を捕獲した
（Tan et al. 2014）。これらの情報に基づき Kamiji et al.（2018）
は 25℃の室内条件下で試験を行い、本種の未成熟な雄成虫は
MEには殆ど誘引されないが、CPには 50％以上が誘引される
ことを示した。
これらを踏まえると、今後セグロモモミバエが侵入した場合
には、より効率的なトラップ調査、防除のために β-カリオフィ
レンを活用することが想定される。しかしながら、現在我が国
では侵入警戒調査用のトラップには、ミカンコミバエ種群を対
象にMEを使用していることから、CPをMEに追加混用する
ことを想定し、混用によってどの様な影響があるのかを確認し
ておく必要がある。
そこで、CPとMEを混用した場合のセグロモモミバエに対

する誘引効果とともに、ミカンコミバエの誘引への負の影響の
有無を確認するために調査を行った。

材料及び方法

供試虫
本調査に供試されたセグロモモミバエのコロニーは、2010年
に農林水産大臣の許可を得て（輸入許可番号 21Y-1299）、ベトナ
ムの Post-Entry Plant Quarantine Center No. 2, Plant Protection 

Department, Ministry of Agriculture and Rural Development

（MARD）から導入された。日本への導入後、ミバエは一定条
件下で（25± 1℃、相対湿度 60± 10％、そして、明期 14時間、
暗期 10時間で明期の始めと終わりの薄暮期のある日長条件）、
横浜植物防疫所調査研究部の飼育施設（KOITOTRON-PCSH-

2SP, Koito Electric Industries Ltd., Japan）の通常飼育用スクリー
ンケージ（30× 30× 45cm）で飼育した。累代飼育系統は上
地ら（2014）に示された方法によって、40世代以上維持され
てきた。

調査用簡易トラップ
直径 90mmの透明プラスチックカップに内径 10mmの管

（1.5mlエッペンドルフチューブの蓋及び先端部を切断）を取
り付け、調査用の簡易トラップを作製した（Fig. 1）。調査開始
直前にトラップの内部に置いた直径 90mmのろ紙に誘引剤を
滴下した。CP又はME単独の場合はろ紙の中央に5µlを滴下し、
CP・ME混合の場合には重なるように各 5µlを滴下した。
セグロモモミバエ及びミカンコミバエ雄成虫の CP又はME

単独、CP・ME混合への反応試験に使用したセグロモモミバ
エ及びミカンコミバエは同日に羽化した成虫を水と餌を十分に
与え 25± 1℃で試験当日まで保管した。羽化後 4、8、12、20
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日令の、セグロモモミバエまたはミカンコミバエ雄成虫 20頭
を試験当日に成虫用餌と水補給用の寒天を置いた別のケージ
（30× 30× 45cm）に放飼した。成虫放飼後 1時間経過してか
らケージ内に CP又はME単独、CPME混合のトラップを設置
し、10分毎に 6回、誘引された頭数を調査し、最も多く誘引
された頭数を誘引頭数とした。調査は各日令のセグロモモミバ
エ又はミカンコミバエ雄について CP又はME単独は 1回、
CP・ME混合は 3回行った。
調査終了後、トラップに捕獲された個体、捕獲されなかった
個体を回収して低温で殺虫後、雄の射精甲の大きさを調査した。

結果及び考察

セグロモモミバエ雄成虫のCP又はME単独、CP・ME混合
物への反応

4日令では CP単独には 1頭誘引されたが、ME単独には誘
引されなかった。CP・ME混合は 1試験あたり平均 1.3頭で混
合の誘引数がやや多かった。8日令では CP単独が 11頭、CP・
ME混合が 12.3頭で混合の誘引数がやや多かった。ME単独へ
の誘引は 5頭で、CP単独、CP・ME混合での平均誘引頭数の
半数以下だった。12日令では CP単独には 16頭、CP・ME混
合には平均 18頭が誘引され、混合の誘引数がやや多かった。
ME単独への誘引頭数は 18頭だった。20日令では CP単独に
は 18頭、CP・ME混合には平均 19頭で混合への誘引数がや
や多かった。ME単独への誘引頭数は 18頭だった（Table 1）。
今回の CP及びME単独への誘引数は、Kamiji et al.（2018）

の報告とほぼ一致している。今回の結果から、現在侵入警戒調
査等に使用されているMEに CPを追加することで、セグロモ
モミバエ雄成虫への誘引効果が高まり、特に、未成熟な雄成虫
の誘引数を増加させる効果が期待できる。一方、十分に性成熟
していると考えられる 20日令では CP又はME単独、CP・
ME混合の誘引数に差は認められなかった。
今回の試験結果は、十分に性成熟したセグロモモミバエの雄

成虫は CP、MEいずれにも反応するが、より未熟な段階では
CPがMEより多くの雄を誘引することを示唆している。
CP又はMEに誘引されたセグロモモミバエの射精甲の発達状況

CP又はMEに反応した個体、しなかった個体の射精甲の面
積の大きさを Table 1に示した。いずれの日令においても誘引
された個体の射精甲は誘引されなかった個体の射精甲より大き
かった。CPに誘引された個体の射精甲とMEに誘引された個
体の射精甲の大きさに差は無かったが、MEに誘引されなかっ
た個体の射精甲は CPに誘引されなかった個体の射精甲と比較
すると、いずれの日令においても大きかった（Table 2）。

Kaneda et al.（2018）は、セグロモモミバエの射精甲が羽化
後の日令と共に発達し、射精甲が 80,000µm2以上になると交尾
可能となることを報告した。この指標によると、CP区、ME

区で成熟した個体の割合に明瞭な差は無かったが、トラップに
誘引された成熟個体の割合は 8日令の CP区で約 85％であった
のに対しME区では約 42％、12日令では CP区で約 94％、
ME区で約 50％と CP区で誘引された成熟個体の割合がME区
よりも高かった（Table 3）。
今回の試験結果は、CPは成熟した個体の殆どを誘引するが、

MEは成熟した個体でも誘引効果が CPより低いことを示して
いる。
ミカンコミバエ雄成虫のCP又はME単独、CP・ME混合物
への反応
全ての日令でミカンコミバエ雄成虫は CPに誘引されなかっ
た。4日令ではME単独、CP・ME混合いずれも誘引数は 0だっ
た。8日令ではME単独が 11頭、CP・ME混合が 1試験あた

Fig. 1. Trap used in the study 

Table 1. �Number of trapped B. correcta and B. dorsalis

Table 2. �Ejacuratory apodeme size of B. correcta responding to attractants
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り平均 10.3頭、12日令ではME単独が 17頭、CP・ME混合
が平均 18.3頭、20日令ではME単独が 19頭、CP・ME混合
が平均 18.3頭で、誘引数に差は無かった（Table 1）。ミカンコ
ミバエの場合には一旦トラップ内に誘引された雄が逃げる例は
殆ど見られなかった。これらの結果は、MEトラップに CPを
追加しても、ミカンコミバエに対する誘引効果に負の影響は無
いことを示唆している。
これらのことから、セグロモモミバエが発生した場合に、現
在侵入警戒調査等に使用しているMEトラップに CPを追加す
ることでセグロモモミバエ雄に対する誘引効果を高めることが
可能であることが示された。また、この場合でも、ミカンコミ
バエに対する誘引効果に負の影響は無いことが示された。
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